
 
令和６年１０月１日 

                            物 流 ・ 自 動 車 局 
自 動 車 整 備 課 

冬用タイヤ交換時には確実な作業の実施をお願いします！ 

令和４年２月に設置された「大型車の車輪脱落事故防止対策に係る調査・分析検討会」にお

いて、大型車の車輪脱落事故事例について調査、分析を行い、同年１２月に中間とりまとめを

公表しました。調査結果から、事故車両の多くにタイヤ脱着作業時のワッシャ付きホイール・

ナットの点検、清掃や各部位への潤滑剤の塗布、さらにはホイール・ナットが円滑に回るかの

確認が不十分である等、適切なタイヤ脱着作業やタイヤ脱着作業後の増し締めが実施されてい

ないなどの問題点が確認されており、昨年度においても引き続き同様の事例が確認されていま

す。 

こうした状況を踏まえ、令和６年 10 月から令和７年２月にかけて「大型車の車輪脱落事故防

止キャンペーン」を実施します。 

 

【主な取組】 

⚫ 大型車のタイヤ脱着や保守を行う関係者に対し

て、適切なタイヤ脱着作業や保守管理の重要性

について周知・啓発を図ります。 

⚫ 例年、車輪脱落事故は冬用タイヤへの交換など

車輪脱着作業から１～２ヶ月後が大半を占めて

おり、積雪予報が発せられた直後に交換作業が

集中し作業ミスが発生しやすい状況にあります。

そのような中、不適切な脱着作業が確認されて

いることから、余裕を持って正しい脱着作業を

行えるよう、冬用タイヤ交換作業の平準化を推

進します。 

⚫ 令和４年 12 月の中間とりまとめにおいて、タイヤ脱着作業者による人為的な作業ミス

を前提としたハード対策の推進について、早期の開発や製品化が提言されました。これ

を受け、近年、開発された車輪脱落事故防止対策品は、安全の確保のみならずドライバ

ーの負担軽減も期待されるところ、普及促進のために数百台規模で実証調査を実施しま

す。 

 

＜添付資料＞ 

別紙１：車輪脱落事故発生状況 

別紙２：車輪脱落事故防止対策品の実証調査 

別紙３：大型車の車輪脱落事故防止のための啓発チラシ 

大型車の冬用タイヤへの交換時期に車輪の脱落事故が増加する傾向を踏ま

え、タイヤ脱着時の確実な作業及び保守管理の徹底を呼びかける「大型車の車

輪脱落事故防止キャンペーン」を実施します。 

<問い合わせ先> 

物流・自動車局自動車整備課 杉本、坂本 

代表:03-5253-8111（内線：42413） 

直通:03-5253-8599 

車輪脱着作業から車輪脱落事故までの期間別

発生件数（令和５年度） 
（件） 

車輪脱着作業後1ヶ月以内に

約54％（77件）発生 


